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デジタル等成長分野を支える人材

デジタル人材の育成について
⽣徒が⾼い意欲をもって学習し、⾃⾝の可能性や能⼒を最⼤限伸⻑できるよう、

各教科等の学びを豊かなものにしつつ、探究的な学び・STEAM教育等の⽂理横断
的な学び・実践的な学びの推進が必要

研究開発
の
改善

成果
の

発信普及

取組
の
深化

情報
共有
ネット
ワーク
構築

情報
共有
ネット
ワーク
構築

取組
の
深化

ＳＳＨ
（スーパーサイエンスハイスクール）

・科学技術、理科・数学教育
に関する研究開発等を⾏う
⾼等学校

・理科・数学等に重点を置いた
カリキュラムの開発や⼤学等
との連携による先進的な理数
系教育を実施

・国は、研修・講師費用等、研
究開発に必要な経費を支援

【４校】
岡山一宮・倉敷天城・玉島・津山

DXハイスクール
・情報、数学等の教育を重視するカリキュ

ラムを実施するとともに、ICTを活用し
た⽂理横断的な探究的な学びを強化する
学校

＜具体の取組例＞
・情報Ⅱや数学Ⅱ・B、数学Ⅲ・C等の履修推進
・情報・数学等を重視した学科への転換、コースの

設置
・デジタルを活用した⽂理横断的な探究的な学びの

実施
【R6採択校】
(公⽴19校）
岡山朝日・岡山操山・岡山芳泉・岡山城東・⻄⼤寺
・瀬⼾・倉敷⻘陵・倉敷南・倉敷古城池・玉野・
玉野光南・笠岡・総社南・⾼梁・新⾒・勝山・
林野・岡山⼤安寺中等・早島支援
(私⽴５校)
関⻄・⽅⾕學舎・岡山学芸館・創志学園・就実

スマート専門高校
・デジタル化対応装置の環境を

整備し、最先端の職業教育を
⾏う専門⾼校

【延べ46校】
農業︓⾼松農業・興陽・瀬⼾南・真庭

新⾒・勝間⽥・井原・⾼梁城南
⼯業︓岡山⼯業・東岡山⼯業・

倉敷⼯業・水島⼯業・
津山⼯業・笠岡⼯業・
⾼梁城南・新⾒

商業︓⻄⼤寺・岡山東商業・岡山南・
倉敷鷲⽻・倉敷商業・新⾒・
玉島商業・津山商業・
笠岡商業・勝山・⽮掛・⾢久・
和気閑⾕

家庭︓興陽・瀬⼾南・岡山南・
倉敷中央・津山東・総社・
⾼梁・井原

看護︓倉敷中央・津山東・真庭
情報︓玉野光南
福祉︓倉敷中央
総合︓岡山御津・鴨⽅・備前緑陽・

勝間⽥

STEAM教育の充実

STEAM教育研究推進委員会（仮）
県による域内横断的な取組

・STEAM教育に関わる学校（SSH・DXハイスクール・スマート専門⾼校）・⼤学・企業等、
多様なステークホルダーで構成する「STEAM教育研究推進委員会」を設置

・⾼校段階、⼤学段階、社会人で⾝に付けておくべきSTEAMの要素について議論・共有すると
ともに、⾼校段階でどのような学びが必要かを研究（岡山県のSTEAM教育）

・各校の取組の効果検証のため、⽣徒による発表等を実施

企業 大学等



１ DXH事業について
２ 教育環境の整備
３ 機器の活⽤、地域交流
４ 専門職による講演会
５ 岡山大学との連携
６ コンテスト等への挑戦
７ 来年度へ向けて

学校概要

生 徒 数︓９５５名（令和６年５⽉現在）
学科・定員 ︓普通科３２０名（１学年あたり）

100を∞にする⼒

課題解決⼒を無限⼤に⾼める

１を100にする⼒

思考・判断・表現⼒を⾼める

０を１にする⼒

学習意欲を⾼める
⽴志⼒
発⾒⼒

３年間で⾝につけることのできる⼒

高質な学力

挑戦⼒
創造⼒

多様性と向き合う⼒
他者と協働する⼒



DXハイスクール 事業推進について

・生徒のワクワクがとまらない時間と空間をつくる
・生徒の主体性を前面に、教員も生徒と共に探究する姿勢

推進する上で特に重要と考えてきたこと

・これまで実施してきた教育活動を、ＤＸハイスクール事業を
活用してさらに発展させ、深い学びにつなげる。

・デジタル技術の活用や⼤学等の専門機関との連携を通して、
生徒・教員ともに視野を広げる。

推進の方向性

探究⼼と創造⼒の育成
⽂理横断的な探究学習の推進

理数分野への進学者増加
デジタル人材の育成
地域のデジタル化推進への貢献



教育環境の整備︓探究DXルーム整備

総合的な探究の時間 中間発表
（大型ディスプレイ活⽤）

生徒が自由に使える探究DXルーム整備
（コンピュータールームをワクワクできる空間に︕）

８６型⼤型ディスプレイ

高性能PC（動画・画像編集）

３Dプリンタ

小学校との交流会
ツリー制作



３Dプリンター活⽤例① 探究テーマ 〜様々な構造の衝撃吸収〜

斜めからの写真がよいかな

〜リサーチクエスチョン〜
どのような穴の空いた形のネットが最も重りを乗
せた際に衝撃が吸収できるか。どの構造がいいか
（三角形、四角形、六角形など）

〜研究目的〜
耐久性の高い構造はどのようなものなのか、何故
その構造が強いのかを実験や計算により求める。

〜研究⽅法〜
３Dプリンタを使って実験道具を作り、それぞれ
重りを置き、構造ごとにどれほどの重量に耐えれ
るか調べる。

〜３Dプリンタのメリット〜
素材を一定に保てる。自分たちが変えたい条件
のみ変更できる。つくりやすい。正確に出来る



３Dプリンター活⽤例② 探究テーマ 〜耐震〜

再度チャレンジ
サポート材を設定

岡山⼤学DS部とSlackで連携

〜地震に強い住居を作るために耐震構造を研究する〜
さまざまな筋交いの重要性
学校にある３Dプリンタを使って家の模型を作り、それらを揺
らし、耐震性を調べる。柱の付け方や壁の有無など家の構造の
種類を変える

家の模型の上の面が重⼒に
よりきれいに作れなかった。



３Dプリンター活⽤例③
〜3Dプリンターでつくる鉄道ブレーキ部品〜

３ＤプリンタＡＩカメラ

生徒の興味関心から将来のキャリア形成へ寄与



ウエアラブル端末の導入
２年生探究 スポーツゼミ 運動を数値化



測定項目
・⾛⾏距離
・⼼拍数・加速数
・減速数
・リカバリー率

選⼿の位置情報、加速、プレー頻度のパフォーマンスを追尾可能

データ分析
ゲームの優位性
前・後半での改善点

ベストにセン
サー埋め込み

ウエアラブル端末活⽤例
スポーツゼミ 〜データ解析で掴む勝利︓ウエアラブルデバイスが変える戦略的優位〜



地域の小学校との「ものづくり交流」

３Dプリンターによるクリスマスツリー作成

〜１２⽉１４⽇（⼟）東⼩学校とのクリスマス交流会〜
⼩学生親⼦と倉敷⻘陵⾼校生（ボランティア）が交流
３Dプリンターの仕組みを⾼校生が説明



講演会 〜「ＡＩのこれまでとこれから」〜⼤学教員、博⼠人材、外部専門職と連携

岡山大学環境生命自然科学学域
教授 高橋規一 先生
講師 松田裕貴 先生

内容
人工知能技術
プログラミング技術
人と情報技術との関係
情報系の進学

グループ別の相談会



岡山大学との連携した取組①
⻘陵探究（総合的な探究の時間）
岡山⼤学 教授・データーサイエンス部⼤学生・⼤学院生・研究者1７名がサポート

〜対話的・協働的な学びの充実〜

２年生 ゼミ活動
９の領域、２２の分野を設定
グループ単位で活動

テーマ設定
先⾏研究や統計データ調査し
研究の⽅向性決定

岡山大学ＤＳ部が各グループ
ごとにアドバイス

年6回の訪問アドバイス
Slack（チームコミュニケーションアプリ）
での連携



岡山大学との連携した取組②
ロボット技術体験セミナー 〜使⽤技術︓PWM・プログラミング・トルクと摩擦⼒〜

⼟曜活用講座 令和６年１２⽉２１⽇（⼟） 講師 岡山⼤学⼤学院生
ロボット技術の活用し、実際に⾞(移動装置)をつくり、アプリで動かす体験

〜部品〜
３Dプリンターで作成
(タイヤ・モーター台)



岡山大学との連携した取組③ （探究活動）

岡山⼤学DＳ部教授
⼤学生・⼤学院生

外部専門家
大学教授

専門家との繋ぎ

専門的なアドバイス

倉敷⻘陵⾼校
２年生インタビュー

チーム向けＷＥＢサービス



岡山大学との連携した探究の取組④（年間計画）

サポート内容 5月29日 7月17日 10月23日 10月30日 1月15日 3月6日

１７名

１4名

１４名

１名

１４名

１名

倉敷⻘陵⾼等学校へサポートのため来校 【水曜⽇ ⻘陵探究ゼミ １４︓０５〜１６︓００放課後まで】
岡山⼤学 教授・データーサイエンス部⼤学生・⼤学院生・研究者



「探究」コンクール・イベントへの参加
岡山スポーツアナリティクス研究会

令和６年９⽉７⽇ 場所 岡山理科大学
○「Knowsデータ
（GPSのトラッキング
データによる
パフォーマンスデータ）
の活⽤例の紹介」

第６回探究活動プレゼンテーションアワード
令和７年１⽉２５⽇
県内高校生によるポスター発表
主催 県⽴⽟島高校 場所 県⽴⽟島高校

第５回BeLiveプレゼンテーションイベント
令和７年１⽉２５⽇ 場所 おかやま未来ホール
主催 BeLive実⾏委員会



令和７年度に向けて（構想中）〜ソフト⾯（研修）の充実〜

〇外部講師及びDXコーディネーターによる校内講習・研修の充実
・生徒向け及び教員向け研修の充実
・各教科における探究への効果的な活⽤
・コンテンツ作成・委託

〇校務DX
・校内DX推進室（プロジェクトチーム）の発足
・生成ＡＩ活⽤研究

〇高度なデジタル技術を生徒自⾝が活⽤できる環境をさらに充実
・3Dプリンター追加２台
・3Dスキャナー新規１台


